
　
　
　
第
十
巻
　
　
潔
　
　
介

あ
ら
う
。
叉
古
代
史
執
筆
群
雄
に
英
國
に
於
け
る
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
研

究
者
中
の
同
（
…
義
ぐ
」
も
い
ふ
べ
き
劉
ぞ
・
嫉
護
の
名
の
見
え
ぬ
こ

ミ
は
な
ん
ε
い
っ
て
も
物
足
り
な
い
。
し
か
も
そ
れ
が
長
廼
の
た

め
な
る
こ
ミ
は
一
入
寂
莫
の
感
を
深
う
せ
し
む
。
〔
中
原
〕

⑲
野
臥
麺
轟
燃
冊
豊
後
磨
崖
石
佛
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
榑
士
　
濱
田
　
耕
作
著

　
近
時
，
考
古
學
的
研
究
調
査
の
霊
園
が
頗
る
襲
大
さ
れ
て
き
た

が
從
來
、
考
古
學
的
調
査
ミ
云
へ
ば
古
墳
や
石
器
時
代
の
そ
れ
に

限
ら
れ
、
而
か
も
或
は
先
史
ミ
云
ひ
、
或
は
原
史
ミ
評
し
、
其
の

限
界
を
固
守
す
る
の
感
が
あ
っ
た
。
況
ん
や
歴
史
時
代
に
於
け
る

美
術
的
強
物
の
如
き
は
美
術
史
家
の
取
扱
ふ
べ
き
も
の
ミ
さ
れ
て

顧
み
る
も
の
Σ
少
か
っ
た
こ
ミ
は
此
れ
全
く
悠
久
な
晴
代
を
纏
劃

的
に
載
嬉
し
，
其
の
個
々
は
或
は
入
種
學
春
、
或
は
考
古
學
者
、

或
は
美
術
史
家
の
夫
れ
く
究
明
す
べ
き
も
の
、
範
園
ミ
想
定
し

互
に
造
物
研
究
の
脈
絡
を
全
い
で
居
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
さ
有

史
以
前
よ
り
以
後
に
鋳
る
遣
物
の
蓮
關
は
決
し
て
偶
獲
的
の
も
の

で
な
く
、
原
始
ミ
云
ひ
、
優
秀
ミ
云
ひ
そ
れ
は
取
扱
ふ
も
の
・
見

　
　
　
　
　
　
　
　
鼎
畢
甦
離
酬
　
　
　
】
四
八
　

（山

r一

�
ｪ
）

解
に
過
ぎ
な
い
。
さ
れ
ば
歴
更
時
代
究
明
の
史
家
か
所
謂
考
古
學

的
涌
物
を
取
級
っ
て
ヨ
リ
良
き
解
明
を
與
へ
る
も
の
も
あ
ら
う
。

こ
れ
ざ
岡
様
に
考
古
芸
者
が
奨
緬
史
家
の
取
扱
．
諭
も
の
を
見
て
史

家
の
推
察
し
得
ぬ
も
の
を
解
答
し
得
る
も
の
も
あ
ら
う
。
斯
く
て

近
蒔
、
三
種
の
研
究
調
査
の
範
園
が
鑛
大
さ
れ
て
來
た
こ
電
は
濁

り
一
国
の
幸
編
の
み
で
は
な
か
ら
う
。
漸
か
る
意
味
に
於
て
今
次

刊
行
せ
ら
れ
た
「
豊
後
磨
崖
石
佛
の
研
究
」
は
考
古
墨
的
遣
物
調
査

の
基
礎
に
築
か
れ
た
美
衛
県
評
物
の
調
査
研
究
で
あ
っ
て
，
考
古

學
的
研
究
調
査
の
範
園
が
決
し
て
古
墳
や
石
器
時
代
に
限
定
せ
ら

る
亀
も
の
で
な
く
却
っ
て
其
の
調
査
研
究
の
方
法
は
美
術
史
家
芝

粗
野
塾
し
て
完
全
を
期
す
べ
き
こ
ミ
が
判
ら
う
。
本
署
は
本
文
五

章
に
分
ち
、
石
蟹
分
布
の
主
要
地
で
あ
る
大
分
市
上
野
元
町
，
大

分
郡
樋
田
村
，
大
野
郡
管
尾
村
、
臼
杵
町
深
田
の
四
章
に
刷
ち
各
，

章
は
更
に
各
節
に
分
っ
て
一
々
の
像
群
及
諸
職
の
製
作
年
代
ミ
美

爾
的
贋
値
を
叙
し
、
第
五
章
は
後
学
亡
し
て
石
佛
造
畢
の
特
質
、

作
者
ミ
時
代
、
撲
式
槻
、
支
那
朝
鮮
の
石
佛
ミ
の
關
係
，
石
佛
製

作
の
基
礎
等
を
論
じ
巻
末
に
豊
後
地
方
石
佛
地
名
表
を
附
さ
れ
て

み
る
。
以
上
本
文
約
百
五
十
頁
に
及
び
挿
圖
約
五
十
を
以
て
し
、



圖
版
八
十
葉
に
は
諸
群
像
を
細
大
も
ら
さ
す
示
さ
れ
て
み
る
。
輩

に
此
の
隠
版
の
み
を
以
て
し
て
も
其
の
美
術
資
料
ミ
し
て
讃
美
す

る
に
充
分
で
あ
ら
う
。
今
ま
本
冊
の
内
容
を
一
々
紹
介
す
る
こ
ε

は
到
底
卒
爾
に
は
蓋
し
が
た
い
。
し
か
も
署
者
ε
同
敏
室
に
あ
っ

て
其
の
刊
行
に
至
る
迄
約
二
歳
に
至
る
著
者
の
苦
心
を
想
到
す
る

時
は
到
底
皮
粗
の
紹
介
を
な
す
に
忽
び
な
い
。
藪
に
は
箪
に
考
古

學
者
で
あ
る
著
者
が
斯
か
る
美
術
的
累
物
に
接
す
る
に
如
何
な
る

態
度
を
以
て
せ
ら
れ
た
か
の
二
三
に
就
い
て
記
し
て
見
よ
う
。
群

像
の
李
面
圖
を
作
成
し
一
々
の
團
版
ぐ
」
相
癒
じ
て
其
の
観
取
を
容

易
な
ら
し
め
、
諸
像
の
時
代
観
を
想
定
す
る
儒
め
に
吾
が
代
表
的

諸
像
S
共
に
其
の
側
面
線
を
表
示
せ
る
こ
S
、
徳
論
に
封
ず
る
に

強
物
を
蜀
樗
ミ
せ
る
様
式
観
等
の
外
、
最
も
主
要
ε
す
べ
き
諸
像

製
作
の
鋤
辮
ミ
な
っ
て
み
る
石
材
邸
ち
凝
灰
岩
の
分
布
S
此
の
岩

石
を
利
用
し
て
作
成
さ
れ
て
み
る
早
早
き
石
棺
、
装
飾
古
墳
の
石

材
、
饒
後
肥
後
の
石
人
石
馬
、
或
は
横
穴
古
墳
等
の
所
謂
、
考
古

學
当
道
物
書
迷
信
せ
し
め
た
る
こ
ミ
は
著
者
に
し
て
始
め
て
な
さ

る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
而
か
も
此
の
石
材
に
加
作
す
る
鼓
巧
が

現
時
石
工
の
使
朋
す
る
も
の
よ
り
類
推
し
て
其
の
土
俗
的
系
統
を

　
　
　
第
十
谷
　
　
紹
　
　
介

明
ら
か
に
し
、
而
し
て
石
落
彫
刻
が
木
彫
ε
同
様
畢
法
に
出
で
た

も
の
で
あ
ら
う
ミ
さ
れ
て
み
る
こ
ε
な
，
ご
特
に
興
趣
を
壁
え
る
も

の
で
あ
る
σ
要
す
る
に
阿
蘇
火
山
幣
の
噴
出
せ
る
凝
灰
岩
が
古
墳

横
穴
石
人
石
馬
を
生
み
磨
康
石
槍
ε
な
り
降
っ
て
墓
碑
に
な
り
智

窪
橋
－
こ
な
り
，
皆
な
時
代
の
好
禽
に
癒
じ
、
其
の
鍋
刻
に
愛
現
を

與
へ
る
も
の
ミ
云
へ
る
。
其
他
諸
石
佛
の
手
法
年
代
を
或
は
経
典

に
或
は
隣
國
の
導
師
に
求
め
て
想
定
さ
る
も
の
も
あ
っ
て
躍
に
一

音
豊
後
の
石
佛
研
究
に
止
る
な
く
習
が
國
の
石
佛
研
究
に
取
っ
て

一
大
基
範
を
與
へ
ら
れ
る
も
の
ε
云
へ
る
。
（
岩
波
書
店
嚢
行
、
優

一
二
・
○
○
）

　
　
麟
京
都
府
更
蹟
勝
地
調
査
會
報
告
第
六
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
府
登
行

　
本
冊
に
退
す
る
も
の
同
府
下
の
各
郡
に
亙
り
竹
野
，
中
、
北
桑

田
各
郡
獲
見
の
史
前
甦
蹟
強
物
よ
り
加
佐
、
與
謝
、
南
桑
田
、
相

樂
各
郡
の
古
墳
、
其
他
維
塚
寺
蛙
等
に
及
び
各
項
痴
れ
く
調
査

委
員
の
責
任
を
明
に
さ
れ
て
み
る
。
本
畑
中
に
於
て
出
色
ミ
す
べ

き
も
の
は
法
勝
寺
証
、
安
樂
薄
院
等
の
研
究
で
あ
ら
う
。
法
勝
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
四
九
　
（
六
一
二
九
）



　
　
　
第
十
魯
　
　
翻
　
　
介

は
白
河
帝
の
承
暦
相
擁
の
擁
立
で
あ
っ
て
山
水
の
勝
形
を
選
ん
で

螢
ま
れ
た
浄
界
で
あ
り
、
或
は
「
榮
花
物
語
」
に
或
は
「
法
勝
寺
供

養
記
」
等
に
其
の
李
安
期
の
擾
麗
を
物
語
っ
て
み
る
も
の
の
創
建

以
後
の
興
慶
を
詳
蓮
さ
れ
て
る
る
。
叉
た
古
廟
静
院
も
洛
南
の
蝋

掛
倒
焦
る
を
文
献
ミ
根
待
っ
て
現
動
せ
し
め
て
み
る
。
斯
か
る
史

蹟
調
査
は
幽
妙
の
も
の
噛
こ
其
の
趣
き
を
異
に
し
し
か
も
文
献
ぐ
」
遣

物
ε
を
爾
立
せ
し
め
て
其
の
當
時
を
欝
圖
せ
し
む
る
こ
ミ
は
最
も

適
切
な
る
史
的
研
究
ミ
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
府
調
査
委
員

諸
氏
の
各
自
專
攻
を
融
合
せ
る
虚
に
本
病
の
面
目
が
窺
は
れ
る
。

（m

l
山
ハ
位
旧
判
本
か
へ
一
山
ハ
○
頁
b
間
祠
版
甲
血
五
）
〔
以
上
｛
島
田
鴇
】

　
　
　
　
　
第
照
號
　
　
】
五
〇
　
（
六
四
〇
）

一
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧

桑
　
　
　
　
報

　
　
愚
京
都
帝
高
大
學
交
學
部
史
學
科
研
究
族
行

　
三
浦
西
田
爾
教
授
指
導
の
下
に
伊
勢
地
方
に
研
究
潜
行
を
行
ふ

謹
め
一
行
十
四
名
、
去
る
六
月
六
日
の
零
細
爾
降
り
し
き
る
中
に

京
都
騨
を
た
っ
た
が
近
江
路
に
入
る
ミ
輝
か
し
い
日
光
が
車
窓
を

訪
れ
て
無
類
の
好
日
和
ミ
な
っ
た
。
山
田
に
下
車
し
た
時
は
正
午

を
少
し
過
ぎ
て
居
た
が
態
々
出
迎
へ
ら
れ
た
森
田
神
宮
皇
學
館
教

授
の
東
道
で
先
づ
徴
古
館
を
見
回
す
る
前
に
事
務
所
の
一
室
で
加

藤
館
長
か
ら
特
に
蒔
田
文
番
を
見
せ
ら
れ
た
。
祭
野
栗
山
、
藤
井

貞
幹
等
の
知
名
の
學
者
の
書
膿
が
其
主
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本

館
の
方
で
は
文
書
S
し
て
既
に
著
聞
さ
れ
て
み
る
角
屋
文
書
光
明

寺
残
篇
等
の
外
に
開
國
主
義
者
ε
い
は
る
Σ
井
伊
直
弼
が
嘉
永
七

年
十
一
月
に
納
め
た
擁
夷
新
願
文
の
存
在
は
…
種
の
皮
肉
で
あ
っ

た
。
緯
叢
に
は
伊
勢
新
名
所
歌
合
等
武
器
に
は
稻
富
噌
夢
所
持
鐵

砲
等
が
あ
り
其
他
古
銅
印
及
印
笥
、
壷
鐙
日
本
丸
溜
首
等
が
目
を

引
く
。
土
器
の
中
で
は
革
袋
を
模
し
た
も
の
が
二
つ
そ
の
噌
つ
は


